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　柱や梁を紅くした山門をくぐると、すぐに眼
の前には、横に大きく枝を広げたイチョウの木
が出迎えてくれる。折しも傾き始めた陽の光に、
葉の黄緑が眼に鮮やかに映る。 
　ここは曽野町にある浄土宗、神清院というお
寺。山門脇には空を覆いつくすほどのエノキの
大木、本堂横にもシラカシやクスノキの大木の 
 
 

叢がりがあり、この境内の陰影を深くしている。 
まるで伽藍全体が杜に包まれているかのようだ。 
　深まりゆく秋の気配に、イチョウの葉は黄緑
から黄色へと徐々に装いを変えていく。これか
ら季節は、その移ろいを最も鮮やかに見せてく
れる季になる。 

　美術家　秋田光彦 

【２００８岩倉の杜●～神清院の杜～】 

市の花／つつじ 

はり むら 

が らん 

とき 
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２３ フォトニュース 
岩倉市防災訓練・講座｢高齢者を狙う 
悪質商法を撃退しよう｣・いわくら 
夏まつり市民盆おどり 

災害時の連絡方法について 

知っておきたい防災知識 ２２ 

はじめよう！　かんたん「食育」 

食育について学ぼう ２２ 

不夜城 

男女共同参画をめざして １３ 

電話勧誘販売 

消費者トラブルに巻き 
込まれないために １３ 

「乳がん早期発見とマンモグラフィ 
検診」 

健康講座 １２ 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言（
昭
和
３７
年
１
月
２７
日
） 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言（
昭
和
４６
年
１１
月
１５
日
） 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言（
平
成
７
年
１２
月
２０
日
） 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言（
平
成
１６
年
１２
月
６
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産 

私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章  
（平成３年１２月１日制定） 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １４ 

 
…３ 
…３ 
 

…４ 
…４ 
…５ 
…５ 
 

…５ 
…５ 
 

…６ 
 
 

…７ 
 

…７ 
…８ 
…１０ 
…１０ 

 
…１０ 
…１１ 
…１１ 

市政の窓 ３ 
ふるさといわくら応援寄附金(ふる
さと納税)にご協力を 
岩倉駅コンサート 
１０月１日(水)からレジ袋の有料化が
スタート 
特定健康診査・健康診査 
市政懇談会 
キューバ音楽コンサートin岩倉 
イルミネーションマップ＆コンテス
ト参加者募集 
健康フェア講演会の入場券配布 
岩倉駅東駅前広場・県道岩倉停車
場線が完成しました 
いわくら市民ふれ愛まつり２００８・環境フェア 
フリーマーケット出店者募集・不用品を
ご提供ください 
まちづくり交付金事業事後評価原
案の公表と意見を募集 
介護保険制度の運営状況 
児童手当の申請 
新入学児童健康診断 
国民年金保険料の納付の案内が民
間事業者に変更 
防災ほっとメールにご登録を 
地震防災講習会の参加者募集 
 

催し １４ 
児童館日曜・祝日開館行事 
いわくらフリーマーケット 
史跡公園月釜　ほか 

募集 １５ 
屋外広告物除去団体 
児童館パート職員　ほか 

健康 １６ 
医療機関でのインフルエンザ予防接種 
成人歯科健康診査 
禁煙教室・禁煙講演会　ほか 

講座・教室 １６ 
名古屋コーチンとちっチャイ菜を使った 
料理教室 
ワーク・ライフ・バランス推進セミナー 

相談・その他 １８ 
職場のトラブル解決 
生活改善運動｢借換で家計見直しキャン 
ペーン」 
労働保険適用促進月間 
交通災害共済に家族そろって加入を 
　　　　　　　　　 　　　　　 ほか 

２１ 
Departamento de Informações
ポルトガル語情報コーナー 

▲岩倉駅東再開発の様子（写

真は９月８日現在） 



●
市
政
の
窓
●
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※特に事業を指定しない場合は市長が事業を指定させていただきます。 

事　　業 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

内　　　　容 
人にやさしく、健康 
で安心感のあるふ 
れあいのまちづくり 

自然と共生した、 
安全でうるおいに 
満ちたまちづくり 

個性ある文化と豊 
かな人間性を育む 
まちづくり 

便利で快適な魅力 
あるまちづくり 

賑わいと活力のあ 
るまちづくり 

市民との協働によ 
る計画的なまちづ 
くり 

・高齢者福祉、障害者福祉の充実 
・安心して子育てができる環境の整備 
・健康づくりの推進　など 

・五条川の桜並木や水辺環境の整備・活用 
・地球環境にやさしい循環型社会の構築 
・安全・安心なまちづくり　など 

・学校教育、学校施設・設備の充実 
・音楽のあるまちづくりなど文化・芸術活動、生涯学習活動の推進 
・スポーツ活動の推進 
・文化財の保護　など 

・幹線道路・生活道路の整備 
・中心市街地活性化の推進 
・だれもが安全に暮らせる人にやさしいまちづくり　など 

・農業振興や商工業活動の促進 
・山内一豊生誕地など岩倉ならではの観光資源の整備・活用　など 

・ボランティア団体やまちづくりNPOの支援 
・男女共同参画社会の推進 
・市民と行政の協働によるまちづくりの一層の展開 
・平和行政の推進　など 

寄附の申込方法は 
　市の主な公共施設に用意してある申込書に必要事項を記入のうえ行政課へ提
出してください。申込書はご連絡いただければ郵送します。市のホームページ（ア
ドレス裏表紙参照）からもダウンロードできます。 
　寄附は①金融機関での振り込み②現金書留による送金③市役所窓口のいずれ
かの方法でお願いします。 
●問合先　寄附のお申し込みについては行政課行政係（q３８－５８０４）、
寄附金控除については税務課課税第１係（q３８－５８０６）まで。 

寄附金の使い道は 
　寄附をしていただく一人ひとりの希望をまちづくりに生かせるよう、寄附金
の使い道について表の６つの事業を用意しています。 
 

　岩倉市に在住の皆さん、岩倉市にゆかりのある皆さん、ふるさと「いわくら」
をぜひご支援ください。 
ふるさと納税とは 
　生まれ育った「ふるさと」や、ゆかりのある市町村など、応援したい地方自
治体に寄附をした場合に、寄附金控除の優遇税制が受けられる制度です。 
　寄附金のうち５千円を超える部分については、居住地の個人住民税と所得税
から一定額が控除されます（確定申告が必要です）。 
　詳しくは、税務課までお問い合わせください。 

ふるさといわくら応援寄附金（ふるさと 
納税）にご協力を 
ふるさといわくら応援寄附金（ふるさと 
納税）にご協力を 

軽減額の 
具体例 

●夫婦子2人（うち1人特定扶養）の給与所得者の場合 

都道府県・市区町村に寄附した場合の税額の軽減額（具体例） 

年収1,000万円の方 

5,000円軽減 
個人住民税分4,000円／所得税分1,000円 

年収700万円の方 

5,000円軽減 
個人住民税分4,500円／所得税分500円 

年収500万円の方 

5,000円軽減 
個人住民税分4,700円／所得税分300円 

1万円 
寄附したとき 

25,000円軽減 
個人住民税分20,000円／所得税分5,000円 

25,000円軽減 
個人住民税分22,500円／所得税分2,500円 

17,400円軽減 
個人住民税分16,100円／所得税分1,300円 

3万円 
寄附したとき 

45,000円軽減 
個人住民税分36,000円／所得税分9,000円 

38,400円軽減 
個人住民税分33,900円／所得税分4,500円 

20,400円軽減 
個人住民税分18,100円／所得税分2,300円 

5万円 
寄附したとき 

82,500円軽減 
個人住民税分63,500円／所得税分19,000円 

48,400円軽減 
個人住民税分38,900円／所得税分9,500円 

27,900円軽減 
個人住民税分23,100円／所得税分4,800円 

10万円 
寄附したとき 

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。 



                  　
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
地
球
温

暖
化
な
ど
、
環
境
問
題
は
毎
日
の
よ
う
に

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
い
ま
や
環
境
問
題
は
、
地

球
規
模
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題

で
す
が
、
一
方
そ
の
解
決
に
は
地
域
に
お

け
る
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
９
月
２
日
に
「
岩
倉
市

レ
ジ
袋
削
減
（
有
料
化
）
に
関
す
る
協
定

締
結
式
」
を
開
催
し
、
市
民
団
体
お
よ
び

市
内
に
店
舗
を
展
開
す
る
８
事
業
者
と
協

定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
１０
月
１
日
d
か
ら
市
内
の
レ

ジ
袋
有
料
化
取
組
参
加
店
で
レ
ジ
袋
の
無

料
配
布
を
行
わ
ず
、
希
望
す
る
人
に
対
し

て
有
料
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
目
標
と
す
る
辞
退
率
は
８０
㌫

以
上
で
す
。
 

　
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
の
た
め
に
、
い
ま
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
と
し
て
、
レ
ジ
袋
を
断
り
、
買

い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
出
か

け
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
q
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清
掃

事
務
所
（
q
６
６
‐
５
９
１
２
）
ま
で
。
 

                

      　
昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
基
本
健

康
診
査
は
、
今
年
か
ら
は
「
特
定
健
康
診

査
」
「
健
康
診
査
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
国
民
健
康
保
険
な
ど
各
医
療

保
険
者
が
実
施
主
体
と
な
り
ま
す
。
 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
岩
倉
市
が
特
定
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
寿
医
療
制

度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入
し

て
い
る
人
の
健
康
診
査
も
愛
知
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
委
託
を
受
け
岩

倉
市
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
８
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
特
定
健
康
診

査
」
「
健
康
診
査
」
の
１０
月
以
降
の
健
診

日
は
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。
８
月
か

ら
９
月
ま
で
の
受
診
予
定
日
の
人
で
受
診

さ
れ
な
か
っ
た
人
も
１０
月
に
受
診
で
き
ま

す
。
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
対
象
者
 

★
特
定
健
康
診
査
…
４０
歳
以
上
７５
歳
未
満

で
岩
倉
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
　
 

★
健
康
診
査
…
７５
歳
以
上
の
人
 

※
対
象
者
に
は
８
月
上
旬
に
受
診
券
を
送

付
済
み
で
す
。
 

●
受
診
方
法
　
受
診
券
を
お
持
ち
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
健
診
項
目
 

★
基
本
的
な
健
診
項
目
…
問
診
、
身
体
測

定
、
理
学
的
所
見
（
診
察
）
、
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
血

糖
検
査
 

★
詳
細
な
健
診
項
目
…
貧
血
検
査
、
心
電

図
検
査
、
眼
底
検
査
　
 

※
当
日
は
、
血
糖
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、

午
前
９
時
以
降
の
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

（
お
茶
や
お
水
は
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。 

●
費
用
　
無
料
 

●
受
付
時
間
　
午
後
零
時
１５
分
〜
１
時
３０
分

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車
で
の
お
越

し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
q
３
８
‐
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

           

１０
月
１
日
(水)
か
ら
レ
ジ
袋
 

の
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
 

●
市
政
の
窓
●
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も
う
お
済
み
で
す
か
？
 

特
定
健
康
診
査
・
健
康
 

診
査
 

 

（表） 

カネスエ八剱店 
スギ薬局大地店・岩倉団地店 
スーパーヤマト岩倉店 
トップワン岩倉店 
ドラッグユタカ岩倉店 
Ｖ・ｄｒｕｇ岩倉西店 
山彦岩倉店 
ユーストア八剱店 
ユニー岩倉店 

【レジ袋有料化取組店】 （以下５０音順） 
 

（表） １０月の健診日 
実施日 対象地域 

（水） １０/  １ 
（木） 
（金） 
（月） 
（火） 
（水） 
（木） 
（金） 
（火） 
（水） 

２ 
３ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１４ 
１５ 
 

北島町、野寄町、川井町 
大地町 
東町 
中本町 
曽野町 
下本町 
本町、八剱町 
西市町、宮前町 
稲荷町 
東新町 



      　
岩
倉
市
で
は
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育

長
・
各
所
属
部
長
な
ど
が
２
日
間
に
わ
た

り
、
市
政
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
の
情
報

を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
、
と
も
に
市
政
を
考
え
る
「
市

政
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り
 

●
テ
ー
マ
　
「（
仮
称
）生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
運
営
に
つ
い
て
」
「
レ
ジ
袋
の
削
減

に
つ
い
て
」
 

※
こ
の
テ
ー
マ
以
外
に
も
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
生
活
の
こ
と
や
市
政
に
つ
い
て
お
聞

き
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
会

場
で
お
尋
ね
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

●
参
加
方
法
　
事
前
の
予
約
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
都
合
の
良
い
日
に
、
直

接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
q
３

８
‐
５
８
０
２
）
ま
で
。
 

      　
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
開
催
地

域
の
愛
知
県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
、
一

市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
の
理

念
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
国
際
交
流
の
取

り
組
み
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、

岩
倉
市
の
相
手
国
で
あ
っ
た
キ
ュ
ー
バ
の

音
楽
・
文
化
を
紹
介
す
る
万
博
メ
モ
リ
ア

ル
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
出
演
は
、
日
本
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
音

楽
紹
介
の
第
１
人
者
で
あ
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・

古
賀
さ
ん
と
、
キ
ュ
ー
バ
ン
バ
ン
ド
、
サ

ル
サ
ダ
ン
サ
ー
ほ
か
。
華
麗
な
リ
ズ
ム
の

生
演
奏
と
情
熱
的
な
ダ
ン
ス
の
公
演
に
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
１２
月
７
日
a
午
後
１
時
３０
分
開

場
、
午
後
２
時
開
演
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
出
演
　
ア
ン
ト
ニ
オ
・
古
賀
（
ギ
タ
ー
・

ヴ
ォ
ー
カ
ル
）、
珠
（
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
）、

キ
ュ
ー
バ
ン
バ
ン
ド
、
サ
ル
サ
ダ
ン
サ
ー

ほ
か
 

●
募
集
対
象
者
　
小
学
生
以
上
の
市
内
に

在
住
の
人
 

●
募
集
人
数
　
５
０
０
人
 

※
応
募
が
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
し
、
１１
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、
次
の
事

項
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
は
が
き
１
枚
で
４
人
ま
で
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
）
。
 

　
必
ず
「
キ
ュ
ー
バ
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
申

込
」
の
表
示
と
参
加
者
全
員
の
①
氏
名
②

住
所
③
電
話
番
号
を
記
入
し
、
１０
月
３１
日

f
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
返
信
用
は
が
き
の
あ
て
先

に
は
必
ず
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
〒
４
８
２
‐
８
６
８

６
〔
住
所
不
要
〕
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
q
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
で
は
、

各
家
庭
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
す

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
を
作
製
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
心
に
残
っ
た
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
に
投
票
し
て
い
た
だ
く
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
毎
年
好
評
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ

プ
へ
の
参
加
者（
家
庭
お
よ
び
事
業
所
等
）

を
募
集
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
今
年
も
五
条
川
沿
い
の
お
祭
り

広
場
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す

（
１１
月
３０
日
a
〜
１２
月
２５
日
e
午
後
５
時

〜
９
時（
予
定
））
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
協
賛
金
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

●
申
込
期
限
　
１０
月
２４
日
f
 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観

光
係
（
q
３
８
‐
５
８
１
２
）ま
で
。
 

 

市
政
懇
談
会
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ア
ン
ト
ニ
オ
・
古
賀
 

キ
ュ
ー
バ
音
楽
コ
ン
サ
ー
 

ト
in
岩
倉
 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
＆
 

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集
 

（表） 

市役所大会議室 

総合体育文化セ 
ンター多目的ホ 
ール 

と　　き と　こ　ろ 

午後７時～ 

（水） １０/２２ 

（木） １０/２３ 

こ
　
が
 

た
ま
き
 

健康フェア講演会の入場券配布 
　１１月８日（土）に総合体育文化センター多目的ホール
で開催します、健康フェア講演会の入場券（無料）を配
布します。 
●とき　１０月１日（水）午前９時～ 
●ところ　保健センター 
●講師　高田明和さん（ＮＨＫラジオ｢健康ライフ｣や日
本テレビ｢思いっきりテレビ｣に時々出演し、ご活躍中） 
●演題　「脳が若返る」 
※お一人で２枚まで配布します。 
※残数がある場合は、１０月２日（木）以降随時保健セン
ターで配布します（定員になりしだい配布を終了します）。 
●問合先　保健センター（q３７－３５１１）まで。 
 

たか  だ  あきかず 
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　岩倉駅東では昨年６月から駅前広場などの公共施設の整備を進めてきましたが、１０月１日（水）から
駅前広場、県道岩倉停車場線が利用できるようになりました。これに伴い、岩倉駅の北に設置していた仮
設駅前広場を廃止します。また、通行形態がこれまでと比べ大幅に変更となっていますので、現地の交通
規制標識等に従ってください。 
　なお、再開発ビルの工事が平成２１年１０月ごろまで続くため、引き続きご不便をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いします。 
 

岩倉駅東駅前広場・県道岩倉停車場線が完成しました 岩倉駅東駅前広場・県道岩倉停車場線が完成しました 

●問合先　都市計画課計画係（q３８－５８１４）または、岩倉駅東地区北街区市街地再開発組合（q６５ 
－７２５０）まで。 

　岩倉駅の東側では再開発事業により、駅前広場、県道岩倉停車場線と再開発ビルの工事を 

行っています。そのうち駅前広場と県道岩倉停車場線が１０月１日（水）から利用できるよ 

うになりましたのでご案内します。 

【駅前広場】 
　小牧方面へのバス乗車場２か所、バス降車場１か所、タクシー乗降場２か所のほか、新たに身障者用 
乗降場と一般車乗降場を整備しました。 
　また、駅前広場内は時計回りの一方通行道路となり、県道岩倉停車場線を北上することができます。 
一般車乗降場は人の乗降に限り停車が可能ですが、非常に限られたスペースの中に設置していますので、 
多くの皆さんが利用できるよう長時間の停車はご遠慮ください。 

【県道岩倉停車場線】 
　これまでの県道岩倉停車場線は南行きの一方通行でしたが、今回、幅員１４ｍの道路として整備した 
ことにより対面通行となり、駅前広場から北行きの車両の通行が可能となります。 
　なお、歩道では部分的に工事等を行っているところがありますのでご注意ください。 



      ふ
れ
愛
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
 

　
あ
な
た
の
家
の
中
に
、
邪
魔
に
さ
れ
て

泣
い
て
い
る
物
、
長
年
使
わ
れ
ず
に
眠
っ

て
い
る
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

　
こ
う
し
た
物
を
集
め
て
展
示
販
売
す
る

こ
と
で
、
必
要
な
人
の
も
と
で
再
び
有
効

に
使
わ
れ
ま
す
。
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、

大
量
廃
棄
の
世
の
中
か
ら
資
源
循
環
型
の

社
会
へ
。
地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
対

処
も
、
物
を
大
切
に
長
く
使
お
う
と
す
る

心
を
持
ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
第
一
歩
と

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

●
と
き
　
１１
月
８
日
g
・
９
日
a
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
 

●
募
集
区
画
数
　
１
日
に
つ
き
１６
区
画

（
１
人
に
つ
き
１
区
画
）
 

●
出
店
資
格
　
市
内
に
在
住
の
高
校
生
以

上
の
人
ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ
 

※
楽
し
み
な
が
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
営
利
目
的
の
出
店

は
お
断
り
し
ま
す
。
 

●
募
集
期
間
　
１０
月
６
日
b
〜
８
日
d
の

３
日
間
（
先
着
順
）
 

●
出
店
料
　
１
区
画
５
０
０
円
 

●
申
込
方
法
　
環
境
保
全
課
で
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

不
用
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
 

粗
大
ご
み
の
内
ま
だ
使
え
る
も
の
を
 

　
環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
で
は
「
リ
ユ

ー
ス
広
場
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
粗
大
ご
み
を
出
さ
れ
る
人
に
は
、

（
q
６
６
‐
８
１
５
３（
ハ
イ
ご
み
））
の

電
話
受
付
時
に
不
用
品
提
供
の
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
有
料
戸
別
収
集
で
粗
大
ご
み
と
し
て
回

収
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
（
学
習
机
や

洋
服
ダ
ン
ス
な
ど
）
の
う
ち
、
ま
だ
使
え

る
も
の
を
清
掃
事
務
所
内
の
リ
サ
イ
ク
ル

工
房
で
修
理
等
を
行
い
、
い
わ
く
ら
市
民

ふ
れ
愛
ま
つ
り
の
環
境
フ
ェ
ア
で
展
示
・

販
売
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
 

ま
だ
使
え
る
小
さ
な
も
の
も
 

　
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
い
ら
な
く
な

っ
た
お
も
ち
ゃ
類
、
皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
食

器
類
の
セ
ッ
ト
等
、
ま
だ
使
え
る
物
が
あ

れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ご
提

供
い
た
だ
い
た
も
の
の
状
態
に
よ
っ
て
は

お
受
け
取
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

環
境
保
全
課
ま
た
は
、
清
掃
事
務
所
に
事

前
に
ご
連
絡
の
う
え
搬
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
受
付
期
間
　
１０
月
１
日
d
〜
３１
日
f

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
 

●
募
集
す
る
も
の
　
有
料
戸
別
収
集
す
る

粗
大
ご
み
の
う
ち
家
具
類
な
ど
ま
た
は
、

粗
大
ご
み
に
な
ら
な
い
お
も
ち
ゃ
類
な
ど

で
、
ま
だ
使
え
、
無
償
で
ご
提
供
い
た
だ

け
る
も
の
 

●
お
引
き
取
り
で
き
な
い
も
の
　
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
対
象
の
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
洗
濯
機
の
５
品

目
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。
扇
風

機
・
掃
除
機
や
ス
ト
ー
ブ
類
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
な
ど
電
気
、
石
油
、
ガ
ス
機
械
器
具
類

は
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
提
供
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
衣
類
・
ふ
と
ん
類
、

生
も
の
、
著
し
く
重
い
も
の
、
お
よ
び
、

消
火
器
・
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
廃
棄
す
る
際

に
処
理
が
困
難
な
も
の
は
お
引
き
取
り
で

き
ま
せ
ん
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環

境
係
（
q
３
８
‐
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清

掃
事
務
所
（
q
６
６
‐
５
９
１
２
）
ま
で
。
 

      　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
環
境
等
の
特
性
を
活
か

し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施

し
、
全
国
の
都
市
の
再
生
を
効
率
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
質
の
向
上

と
地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
１６
年
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１６
年
度
か
ら
国
土

交
通
省
の
事
業
採
択
を
受
け
「
岩
倉
駅
東

地
区
」
で
、
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
を

活
用
し
て
、
（
仮
称
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
・
岩
倉
駅
東
地
下
連
絡
道
・
公
園
な
ど

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
 

　
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
事
業
で
は
事

業
実
施
前
の
計
画
段
階
で
目
標
と
な
る
数

値
目
標
を
設
定
し
、
事
業
最
終
年
度
に
事

後
評
価
を
行
う
こ
と
で
達
成
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
び
、
事
後
評
価
の
原
案
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
評
価

原
案
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
な
ど
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

●
公
表
・
意
見
の
募
集
期
限
　
１０
月
１４
日
c
 

●
公
表
場
所
　
岩
倉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
の
ほ
か
、
都

市
計
画
課
、
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

●
意
見
の
提
出
方
法
　
電
子
メ
ー
ル
、
郵

送
、
様
式
等
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 

toshikei@
city.iw

akura.aichi.jp

 

●
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係
（
q
３

８
‐
５
８
１
４
）
ま
で
。
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岩倉駅東駅前広場・県道岩倉停車場線が完成しました 

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
 

事
後
評
価
原
案
の
公
表
 

と
意
見
を
募
集
 

 

い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
 

２
０
０
８
・
環
境
フ
ェ
ア
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
・
 

不
用
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
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介護保険制度の運営状況 介護保険制度の運営状況 介護保険制度の運営状況 

●要介護（要支援）認定者数の推移 

　要介護（要支援）認定
者数は、１,０２６人で、
平成１８年度末から２３
人（２.３％）増加して
います。認定者のうち要
支援１から要介護１まで
の比較的軽度と判定され
た人の割合は４８.１％と、
全体の半数近くを占めて
います。 

●高齢者人口と要介護認定者数の推移 

　６５歳以上の高齢者は、
平成１９年４月１日現在
８,３８０人で、前年度に
比べると４６６人（５.９
％）増となっています。
なお、高齢化率（総人口
に占める割合）も１７.３
％と、１.０ポイント増
加しています。 

　第３期介護保険事業計画（平成１８年～２０年度）
の中間年度であった平成１９年度の介護保険運営状況
についてお知らせします。 
●問合先　生きがい課介護保険係（q３８－５８１１）
まで。 

１．介護保険事業 

平成１９年度運営状況 
８,３８０人 

１７.３％ 

１,０２６人 

７８６人 

１,３７５,１７６,１０５円 

高齢者人口（６５歳以上の人口） 

高齢化率（総人口に占める割合） 

要介護（要支援）認定者数 

介護サービス利用者数 

介護給付費総額 
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介護保険制度の運営状況 介護保険制度の運営状況 

２．地域包括支援センター運営事業 

●介護サービス利用者の推移 
　介護保険のサービスには、施設に
入所するサービス（施設サービス）、
在宅で受けるサービス（居宅サービ
ス）があります。平成１９年度末の
施設サービス利用者は２０３人、居
宅サービス利用者は５８３人で、前
年度末と比べると合わせて２５人の
増加となりました。 

●介護給付費総額の状況 
　平成１９年度の介護給付費総額は１３億７千５百万円で、平成１８年度と比べると約３千８百万円（２.９％）
増加し、予算額に対する執行率は９６.７％となっています。 

●介護保険料の収納状況 
　介護保険給付費にかかる費用は、介護保険料（第１号被保険者分（６５歳以上の人）と第２号被保険者分（４０
歳～６４歳の人））と、公費（国・愛知県・岩倉市）の負担により運営されています。 
　なお、第１号被保険者の保険料収納状況は次の表のとおりです。 

　地域包括支援センターでは、介護
予防と自立支援を進めていくため、
高齢者の総合的な相談や支援、高齢
者の権利擁護事業を行っています。
また、要介護状態になる恐れのある
高齢者（特定高齢者）に対して要介
護状態にならないように介護予防事
業に取り組みました。 

総合相談業務 

実態把握調査（戸別訪問等により高齢者の心身の状況や家族の状況についての実態把握） 

総合相談業務（相談内容に即したサービスまたは制度に関する情報提供、関係機関の紹介） 

権利擁護に関する業務（高齢者の権利擁護に関する成年後見、虐待、消費者被害についての対応） 

包括的ケアマネジメント業務（地域のケアマネジャーに対して、ケアマネジメントに関する相談支援） 

２４６件 

１７６件 

１６件 

３３件 

新予防給付（要支援１・２の人に対してのケアプラン作成業務） 

事業所との委託契約 

利用者との契約数 

ケアプラン作成数 

２１件 

７５件 

２,３６９件 

特定高齢者施策 

特定高齢者候補者 

特定高齢者決定者 

ケアプラン作成者 

 

６２１件 

５７１件 

５７件 

賦課額 

収納額 

収納率 

２５９,２２７,８００円 

２５０,４８４,４００円 

９６.６％ 

２７２,９９３,２００円 

２６１,４６８,２００円 

９５.８％ 

２８８,２０４,２００円 

２７６,５７７,９００円 

９６.０％ 

４００,４５０,８００円 

３８７,８２２,６００円 

９６.８％ 

４２９,７４３,２００円 

４１６,３４０,５５０円 

９６.９％ 

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 

予算額 

決算額 

執行率 

１,２５１,５８３,０００円 

１,２３６,０６２,２６８円 

９８.８％ 

１,３６９,３７８,０００円 

１,３４６,４９７,１８５円 

９８.３％ 

１,４５４,２７０,０００円 

１,３９２,５１２,８７６円 

９５.８％ 

１,５３１,７４６,０００円 

１,３３６,９４３,９５０円 

８７.３％ 

１,４２２,５９２,０００円 

１,３７５,１７６,１０５円 

９６.７％ 

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 



      　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
終
了
前
の
児
童

（
１２
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
、
手
続
き
を
し

て
い
な
い
人
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。
 

　
支
給
額
は
、
３
歳
未
満
の
児
童
一
律
月

額
１
万
円
、
３
歳
到
達
後
の
翌
月
か
ら
は
、

第
１
子
お
よ
び
第
２
子
は
、
月
額
５
千
円

と
な
り
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
は
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

●
申
請
に
必
要
な
も
の
 

★
請
求
者
（
保
護
者
）
名
義
の
預
金
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
不
可
）
 

★
厚
生
年
金
等
加
入
の
人
は
請
求
者
（
保

護
者
）
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ
ピ

ー
 

★
平
成
２０
年
１
月
２
日
以
降
に
岩
倉
市
に

転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
２０
年
１
月
１
日

現
在
に
住
民
票
が
あ
っ
た
市
町
村
発
行
の

「
平
成
２０
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
」
 

★
印
鑑
（
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

訂
正
が
あ
る
場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
）

　
手
続
き
に
は
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
（
児

童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど
）
添
付
書

類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
児
童
課
児
童
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
q
３
８
‐

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

                  　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
小
学

校
に
就
学（
入
学
）さ
れ
る
お
子
さ
ん
（
平

成
１４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１５
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
を
対
象
に
、
市

内
各
小
学
校
で
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
 

　
事
前
に
郵
送
し
ま
し
た
「
就
学
時
健
康

診
断
票
」
お
よ
び
「
就
学
時
健
康
診
断
調

査
票
」
を
持
参
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た
就

学
予
定
の
小
学
校
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
 

★
１０
月
２
日
e
　
岩
倉
東
小
学
校
 

★
１０
月
６
日
b
　
五
条
川
小
学
校
 

★
１０
月
７
日
c
　
岩
倉
北
小
学
校
 

★
１０
月
９
日
e
　
曽
野
小
学
校
 

★
１０
月
３０
日
e
　
岩
倉
南
小
学
校
 

　
な
お
、
次
の
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

★
「
就
学
時
健
康
診
断
の
通
知
」
が
届
か

な
い
と
き
 

★
就
学
に
関
す
る
相
談
 

●
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係
（
q
３

８
‐
５
８
１
８
）
ま
で
。
 

      　
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い

る
人
へ
の
「
電
話
や
文
書
、
戸
別
訪
問
等

に
よ
る
納
付
の
案
内
」
は
、
こ
れ
ま
で
社

会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
国
民
年
金
推
進

員
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１０
月
か
ら
は
、

「
市
場
化
テ
ス
ト（
民
間
競
争
入
札
）」の
導

入
に
伴
い
、
社
会
保
険
庁
か
ら
民
間
委
託

さ
れ
た
「
㈱
も
し
も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

●
実
施
期
間
　
１０
月
１
日
d
〜
平
成
２２
年

９
月
３０
日
e
 

●
問
合
先
　
一
宮
社
会
保
険
事
務
所
国
民

年
金
保
険
料
課
（
q
０
５
８
６
‐
４
５
‐

１
４
１
５
）
ま
で
。
 

      　
１０
月
１
日
は
、
「
国
際
音
楽
の
日
」
で

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
セ
ン
ト
ラ
ル
愛

知
交
響
楽
団
に
よ
る
岩
倉
駅
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
ま
す
。
 

　
気
軽
に
聴
け
る
駅
コ
ン
で
、
生
の
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
１０
月
８
日
d
午
後
６
時
か
ら
と

７
時
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
３０
分
間
演
奏
し
ま

す
。
 

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
駅
東
西
地
下
連
絡
道
 

●
演
奏
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団（
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
／
村
木
純
一
、
内
田
政
男
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
／
松
谷
聡
美
、
ホ
ル
ン
／

川
尻
登
夢
、
チ
ュ
ー
バ
／
仙
田
博
光
）
 

●
主
な
曲
　
威
風
堂
々
／
エ
ル
ガ
ー
、
ワ

シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
／
ス
ー
ザ
　
ほ
か
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
q
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

児
童
手
当
の
申
請
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新
入
学
児
童
健
康
診
断
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
 

案
内
が
民
間
事
業
者
に
変
更
 

 扶養親族 
等の数 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

４６０ 

４９８ 

５３６ 

５７４ 

６１２ 

６５０ 

５３２ 

５７０ 

６０８ 

６４６ 

６８４ 

７２２ 

国民年金 
加入者等 

厚生年金 
加入者等 

（単位：万円） 
平成２０年度所得制限限度額 

国
際
音
楽
の
日
 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
 

岩
倉
駅
コ
ン
サ
ー
ト
 

む
ら
 き
 じ
ゅ
ん
 い
ち
 

う
ち
 だ
 ま
さ
 お
 

ま
つ
 た
に
 さ
と
 み
 

せ
ん
 だ
 ひ
ろ
 み
つ
 

か
わ
 じ
り
 と
 
む
 



      　
岩
倉
市
で
は
、
地
震
災
害
に
対
す
る
危

機
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
講
習

会
を
行
い
ま
す
。
 

　
す
で
に
、
平
成
１６
年
度
か
ら
平
成
１９
年

度
ま
で
に
受
講
し
修
了
証
を
受
け
取
っ
て

い
る
人
以
外
の
人
に
限
り
ま
す
。
 

　
講
演
・
演
習
は
、
市
民
の
人
で
愛
知
県

防
災
カ
レ
ッ
ジ
を
修
了
さ
れ
た
人
が
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
講
習
を
受
講
さ
れ
た
人

に
は
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
 

●
講
習
日
　
１１
月
１６
日
a
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
零
時
３０
分
（
予
定
）
 

●
講
習
場
所
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
 

●
講
習
内
容
 

①
講
義
…
防
災
体
制
「
地
震
に
備
え
て
」
 

②
講
演
…
危
機
意
識
の
高
揚
 

③
演
習
…
「
図
上
訓
練
」
 

④
実
技
…
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
取
り
扱
い
 

●
定
員
　
８０
人
 

●
募
集
期
限
　
１０
月
２０
日
b
 

●
申
込
・
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予

防
防
災
係
（
q
３
７
‐
５
３
３
３
）
ま
で
。
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地
震
防
災
講
習
会
の
 

参
加
者
募
集
 

こ
う
よ
う
 

　この数年で急速に普及した携帯電話は、有効な情報伝達ツールになりました。このことから、岩倉市で
は、平成１８年６月１日から防災ほっとメールを開始しています。内容は、携帯電話のメールアドレスを
登録していただいた市民に対して情報をメールで配信します。また、携帯電話で検索ができ、情報を入手
できます。 
　携帯電話のメールアドレスを登録される人は、図を参照し、アドレスかＱＲコードを直接入力してサイ
トに接続してください。なお、今までに登録をしていただいている人で携帯電話会社を替えられた場合は、
新たにアドレスの登録をお願いします。 
●アドレス　http://www.anshin-bousai.net/iwakura/ 
●QRコード 
 

携帯電話への情報発信　防災ほっとメールにご登録を 

★情報の種類 
①災害時緊急メール（登録が必要） 
　市民が携帯電話のメールアドレスを登録す
ることで、情報をメールで受け取ることがで
きます。 
（例）地震の情報等 
②安否情報 
　災害時に市民が自分の状況を登録すること
により、安否確認を家族や親戚等が検索でき
ます。 
③災害時緊急情報 
　市がリアルタイムに追加・更新できる災害
対策状況などを市民にお知らせし、閲覧する
ことができます。 
（例）各種警報発令時 
④避難場所検索 
　市民が、避難場所の開設状況や避難施設の
所在、連絡先、地図を見ることができます。 
⑤休日・夜間診療所情報 
　市民が、休日・夜間に治療可能な医療機関
の情報を見ることができ、電話番号には、リ
ンクが貼られ、ワンプッシュでかけることが
できます。 
●問合先　消防本部総務課予防防災係（q３
７－５３３３）まで。 
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健 健 康 康 

講 講 座 座 

「
乳
が
ん
早
期
発
見
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
」 

岩
倉
市
医
師
会
　
吉
田
信
裕 

よ
し 

だ 

の
ぶ 

ひ
ろ 

　
最
新
の
日
本
女
性
の
統
計
で
は
乳

が
ん
の
患
者
さ
ん
が
最
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
数
は
現
在
も
ま
だ
増

え
続
け
て
お
り
、
「
一
生
の
う
ち
２０

人
に
１
人
の
女
性
が
乳
が
ん
を
経
験

す
る
」
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
は
「
８
人
に
１
人
」
く
ら

い
の
女
性
が
乳
が
ん
に
な
り
ま
す
か
ら
、

増
え
た
と
い
っ
て
も
ま
だ
日
本
は
ア

メ
リ
カ
の
半
分
以
下
に
過
ぎ
な
い
じ

ゃ
な
い
か
、
と
言
え
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
 

　
と
こ
ろ
が
欧
米
（
と
く
に
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

で
は
国
を
挙
げ
て
乳
が
ん
対
策
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
１
９
９
０
年
ご
ろ

か
ら
乳
が
ん
死
亡
率
が
下
降
に
転
じ

て
い
る
の
で
す
。
残
念
な
が
ら
日
本

で
は
罹
患
率
（
人
口
あ
た
り
の
患
者
数
）

だ
け
で
な
く
死
亡
率
も
増
え
続
け
て

い
る
の
が
現
実
で
す
。
欧
米
と
日
本

の
こ
の
差
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら

生
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
 

　
欧
米
で
は
乳
が
ん
好
発
年
齢
に
な

る
と
、
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
」

を
受
け
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
は
、

乳
腺
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
撮
影
し
た
画

像
の
こ
と
で
、
腫
瘍
影
や
石
灰
化
像

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
特
に
石
灰
化

像
か
ら
は
早
期
乳
が
ん
が
見
つ
か
る

こ
と
も
多
い
の
で
す
。
ま
た
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
と
は
、
①
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
の
み
、
②
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
と
視
触
診
、
ど
ち
ら
か
の
乳
が
ん

検
診
の
こ
と
で
す
。
 

　
ア
メ
リ
カ
を
例
に
と
り
ま
す
と
、

４０
歳
以
上
の
女
性
は
、
右
記
②
の
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
２
年
ご
と
に

受
け
る
よ
う
、
政
府
か
ら
（
特
に
５０

歳
以
上
）
強
く
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

４０
〜
４９
歳
の
ア
メ
リ
カ
女
性
の
約
６０

、

５０
歳
以
上
で
は
７０

以
上
が
こ
れ
を

受
け
て
い
ま
す
。
日
本
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、
約
３０

の
女
性
が
乳
が
ん

検
診
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
５０
歳
以

上
で
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
」
を

定
期
的
に
受
け
て
い
る
の
は
約
２

に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
視
触
診
だ
け
の
検
診
が
多
く
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
器
械
が
有
効
に

使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
の

結
果
、
ア
メ
リ
カ
で
は
乳
が
ん
全
体

の
約
２０

が
非
浸
潤
が
ん
（
触
診
で

は
わ
か
ら
な
い
早
期
の
乳
が
ん
）
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
見
つ
か

る
早
期
乳
が
ん
は
、
５

前
後
に
過

ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
 

　
皆
さ
ん
に
も
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
診
」
が
い
か
に
重
要
か
お
わ
か
り

か
と
思
い
ま
す
。
岩
倉
病
院
で
も
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
精
度
管
理
委
員
会
（
日

本
医
学
放
射
線
学
会
の
中
の
委
員
会
）

の
基
準
に
合
格
し
た
撮
影
装
置
と
ス

タ
ッ
フ
（
医
師
お
よ
び
技
師
）
を
準

備
し
て
、
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
師
以
外
の
ス

タ
ッ
フ
は
全
て
女
性
で
す
の
で
、
か

な
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
受
診
し
て

い
た
だ
け
る
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
の
４０
歳
以
上
の
ご
婦
人
の
方
！

　
ア
メ
リ
カ
の
女
性
に
な
ら
っ
て
２

年
に
１
回
は
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
」

を
お
受
け
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？
 

 

り
 か
ん
 り
つ
 

し
ゅ
 よ
う
 え
い
 

し
ん
 じ
ゅ
ん
 

ひ
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　あなたの会社では、つき合い残業やサービ

ス残業など、｢村の掟｣がはびこっていませんか。 

出典「マンガ男社会の常識・非常識」 

財務省印刷局発行より 

●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８

－５８１９）まで。 

●不夜城● 

　
突
然
、
自
宅
や
職
場
の
電
話
が
鳴
り
、

言
葉
巧
み
に
、
資
格
取
得
の
教
材
や
新
築

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
販
売
の
セ
ー
ル

ス
を
す
る
「
電
話
勧
誘
販
売
」
。
電
話
を

切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
与
え
ず
、
ず
る
ず
る

と
電
話
を
長
引
か
せ
、
契
約
し
な
い
と
い

け
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
に
さ
せ
る
の
が
特

徴
で
す
。
 

　
最
近
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
起
き

て
い
ま
す
。
 

し
つ
こ
い
セ
ー
ル
ス
 

　
ひ
ど
い
場
合
に
な
る
と
一
日
に
何
度
も

投
資
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
勧
誘
の
電
話
を
し

て
き
ま
す
。
「
必
要
な
い
」
と
い
っ
て
切

っ
て
も
、
す
ぐ
か
け
て
き
て
「
な
ぜ
話
の

途
中
で
切
る
ん
だ
」
な
ど
と
言
い
が
か
り

を
つ
け
る
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
電
話
の
ナ
ン
バ
 

ー
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
利
用
し
、
し
つ

こ
い
悪
質
業
者
に
つ
い
て
は
、
電
話
の
着

信
拒
否
な
ど
の
設
定
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
毅
然
と
し
た
態
度
で
通
し
、
は
っ
き

り
断
り
ま
し
ょ
う
。
 

心
当
た
り
の
な
い
人
か
ら
の
贈
り
物
 

　
心
当
た
り
の
な
い
人
か
ら
「
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
の
で
蟹
と
ホ
タ
テ
を
宅
配
便

で
送
る
。
代
金
は
１
万
２
千
円
」
と
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
。
相
手
が
こ
ち
ら
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
知
っ
て
い
た
の

で
、
事
情
を
知
ら
な
い
家
族
が
「
い
い
で

す
よ
」
と
返
事
を
し
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
知
り
合
い
を
装
っ
た
業
者

の
電
話
に
よ
る
販
売
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
情
を
知
ら
な
い
身
内
が
承
諾
し
て
し
ま
 

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
代
金
を
払
わ
ず
、

商
品
が
届
い
た
ら
、
相
手
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
控
え
た
う
え
で
受
け
取
り
拒

否
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

未
上
場
株
の
販
売
 

　
以
前
、
突
然
電
話
が
あ
り
、
「
株
を
買

わ
な
い
か
。
将
来
上
場
す
る
」
と
未
公
開

株
を
契
約
し
た
が
、
い
ま
だ
に
上
場
し
な

い
。
先
日
「
担
当
者
が
捕
ま
っ
た
た
め
被

害
者
で
裁
判
を
す
る
。
費
用
と
し
て
３０
万

円
が
必
要
」
と
連
絡
が
あ
り
、
後
日
契
約

書
が
届
い
た
。
 

　
こ
の
よ
う
な
金
融
庁
に
登
録
を
し
て
い

な
い
業
者
な
ど
が
、
金
融
商
品
取
引
法
違

反
に
あ
た
る
詐
欺
行
為
を
し
て
い
る
場
合

も
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
再
度
契
約
を
し
て
二
次
被
害
に
遭
う
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

き
っ
ぱ
り
断
る
 

　
電
話
に
よ
る
勧
誘
販
売
は
、
断
り
づ
ら

い
雰
囲
気
に
さ
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。
 

「
こ
れ
だ
け
長
く
話
を
聞
い
て
し
ま
っ
た

か
ら
、
買
わ
な
い
と
相
手
に
悪
い
」
な
ど

と
思
わ
ず
、
契
約
す
る
意
思
が
な
く
、
迷

惑
に
思
っ
た
ら
あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
、

き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
契
約
内
容
に
つ
い
て
の
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば

無
条
件
解
約
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
が

で
き
ま
す
。
 

　
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困

っ
て
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
市
役
所

市
民
相
談
室
（
☎
３
８
‐
５
８
２
２
）
ま

で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

電
話
勧
誘
販
売 

〜
自
宅
や
職
場
に
こ
ん
な
電
話
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
〜 

おきて 
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E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

平成20年10月1日 14

       
 

●
児
童
館
日
曜
・
祝
日
開

館
行
事
 

  
「
昔
の
遊
び
・
紙
芝
居
」
 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る

行
事
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１２
日
A
午
後
１

時
３０
分
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館
（
岩

倉
団
地
）
 

▼
指
導
　
イ
キ
イ
キ
ラ
イ
フ
の

会
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
問
合
先
　
第
五
児
童
館
（
q

６
６
‐
０
８
１
７
）
 

  ●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
 

　
ケ
ッ
ト
 

  ▼
と
き
　
１０
月
１９
日
A
午
前
９

時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
ご
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
駐
車
は
、
絶
対
に
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
出
店
者
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
４２
店
、
野
菜
の
広
場
、
み
の

り
の
里
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係（
q
３
８
‐
５
８
１
２
） 

  ●
史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
お

茶
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
お
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１９
日
A
午
前
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
５１
q
３
８

‐
６
１
０
１
）
 

▼
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お

抹
茶
と
お
菓
子
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

加
藤
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
q
３

８
‐
５
８
１
９
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

 
 

　
１０
月
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

ひ
と
り
ま
た
は
、
１
グ
ル
ー
プ

で
１
曲
演
奏
し
て
い
た
だ
く

「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１９
日
A
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
　
「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ

ブ
」
に
前
も
っ
て
申
し
込
ま
れ

た
人
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
q
６
６
‐
６

７
０
０
）
 

  ●
子
育
て
支
援
講
演
会
 

  　
幼
い
子
ど
も
に
と
っ
て
、
お

母
さ
ん
と
の
遊
び
や
歌
は
情
緒

の
安
定
に
つ
な
が
り
、
心
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
音
楽
を

と
お
し
て
子
育
て
、
う
た
・
あ

そ
び
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２９
日
D
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
南
部
保
育
園
 

▼
テ
ー
マ
　
「
親
子
で
た
の
し

む
う
た
・
あ
そ
び
」
 

▼
講
師
　
小
西
由
利
子
さ
ん（
桜

花
学
園
大
学
教
授
）
 

▼
定
員
　
乳
幼
児
親
子
３５
組

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
）
 

▼
申
込
受
付
　
１０
月
１４
日
C
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

の
間
で
お
願
い
し
ま
す
。
　
　

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育

園
内
q
３
８
‐
３
９
１
１
）
 

  ●
親
子
イ
キ
イ
キ
い
も
掘

り
大
会
 

  　
い
わ
く
ら
塾
で
は
、
今
年
も

昨
年
に
引
き
続
き
休
耕
田
を
有

効
利
用
し
て
、
土
い
じ
り
の
楽

し
さ
と
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
大

切
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
、
い

も
掘
り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２５
日
G
午
前
９

時
〜
午
後
１
時
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
２６
日
A
に

延
期
（
午
前
７
時
に
決
定
）
 

▼
と
こ
ろ
　
自
然
生
態
園
（
食

事
）
、
自
然
生
態
園
北
東
側
の

畑
（
い
も
掘
り
）
 

▼
対
象
　
子
ど
も（
幼
稚
・
保
育

園
児
〜
中
学
生
）と
そ
の
保
護
者
 

▼
集
合
時
間
　
午
前
８
時
４５
分
 

▼
集
合
場
所
　
自
然
生
態
園
 

▼
内
容
　
い
も
掘
り
と
、
い
も

料
理
（
ふ
か
し
い
も
、
い
も
粥

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
一

部
は
有
料
）
を
食
べ
た
り
、
コ

ン
テ
ス
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。
 

▼
参
加
費
　
子
ど
も
、
大
人
と

も
１
人
３
０
０
円
 

▼
募
集
人
員
　
２
０
０
人
 

▼
応
募
期
限
　
１０
月
１４
日
C

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
）
 

 に
し 

ゆ 

り 

こ 

こ 
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▼
持
ち
物
　
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ

（
小
型
）
、
タ
オ
ル
、
水
筒
等
 

▼
申
込
方
法
　
市
役
所
１
階
情

報
サ
ロ
ン
ま
た
は
、
各
児
童
館

等
に
申
し
込
み
用
紙
が
置
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
 

▼
主
催
　
い
わ
く
ら
塾
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教

育
委
員
会
 

▼
問
合
先
　
福
冨
（
q
３
７
‐

２
５
３
２
）
 

  
岩
倉
市
更
生
保
護
女
性
会
 

●
発
足
１０
周
年
記
念
講
演
会
 

  　
講
演
会
終
了
後
に
は
子
育
て

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１７
日
F
午
後
１

時
３０
分
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会

議
室
 

▼
講
師
　
廣
中
邦
充
さ
ん
（
西

居
院
住
職
）
 

▼
テ
ー
マ
　
「
ｆ
ｏ
ｒ
　
ｙ
ｏ

ｕ
〜
家
族
の
た
め
に
　
地
域
の

た
め
に
　
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
〜
」
 

▼
内
容
　
「
平
成
の
駆
け
込
み

寺
」
と
し
て
家
出
・
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
・
い
じ
め
・
自
殺

行
為
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
思

春
期
の
子
ど
も
た
ち
を
無
償
で

預
か
り
、
子
ど
も
の
自
立
と
社

会
復
帰
を
支
援
す
る
活
動
を
続

け
ら
れ
て
い
る
廣
中
さ
ん
に
、

そ
の
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
し

た
実
践
的
教
育
論
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

▼
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込

不
要
）
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
更
生
保
護

女
性
会
会
長
（
q
３
７
‐
２
４

８
４
）
 

  ●
全
国
・
自
然
歩
道
を
歩

こ
う
大
会
愛
知
県
大
会
 

　
 

 　
毎
年
１０
月
は
、
環
境
省
主
唱

に
よ
る
「
全
国
・
自
然
歩
道
を

歩
こ
う
月
間
」
で
す
。
県
で

は
、
「
愛
知
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
」
と
共
催
で
「
第
２７
回
全

国
・
自
然
歩
道
を
歩
こ
う
大
会

愛
知
県
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
１９
日
A

午
前
 

９
時
３０
分
集
合
、
午
前
１０
時
定

光
寺
公
園
出
発
、
午
後
３
時
ご

ろ
愛
知
環
状
鉄
道
線
中
水
野
駅

到
着
予
定
 

▼
集
合
場
所
　
瀬
戸
市
・
定
光

寺
公
園
（
Ｊ
Ｒ
中
央
線
定
光
寺

駅
下
車
徒
歩
約
２０
分
）
 

▼
コ
ー
ス
　
東
海
自
然
歩
道
他

（
瀬
戸
市
内
約
１０

）
定
光

寺
公
園
〜
定
光
寺
〜
星
の
広
場

〜
森
林
交
流
館
・
丸
根
山
園
地

〜
愛
知
環
状
鉄
道
線
中
水
野
駅
 

▼
参
加
費
　
無
料
（
事
前
申
込

不
要
）
 

▼
そ
の
他
　
小
雨
決
行
。
現
地

へ
の
交
通
費
は
自
己
負
担
。
昼

食
・
飲
み
物
・
雨
具
等
は
各
自

で
持
参
。
万
一
の
場
合
の
た
め

に
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
環
境
部
自

然
環
境
課
調
整
・
施
設
グ
ル
ー

プ
（
q
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６

２
２
７
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
）
 

  ●
愛
知
県
史
を
語
る
会
 

  　
愛
知
県
史
「
別
編
民
俗
２

尾
張
」
の
執
筆
担
当
者
か
ら
、

調
査
で
得
ら
れ
た
成
果
等
に
基

づ
き
尾
張
の
民
俗
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
２２
日
G
午
後
１

時
〜
４
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
図
書
館
５

階
会
議
室
（
名
古
屋
市
中
区
三

の
丸
１
‐
９
‐
３
）
 

▼
定
員
　
２
０
０
人
 

▼
講
演
内
容
　
「
尾
張
の
民
俗
」
 

▼
講
師
　
岩
井
宏
實
さ
ん
（
手

塚
山
大
学
名
誉
教
授
）
、
特
別

調
査
委
員
服
部
誠
さ
ん
（
旭
丘

高
等
学
校
教
諭
）
特
別
調
査
委

員
林
淳
さ
ん
（
愛
知
学
院
大
学

教
授
）
 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
１５
日
D
か

ら
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 

※
駐
車
場
は
有
料
で
す
。
台
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
で
の
来
館
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
総

務
部
法
務
文
書
課
県
史
編
さ
ん

室
（
q
０
５
２
‐
９
７
２
‐
９

１
７
１
）
 

        ●
屋
外
広
告
物
除
却
団
体
 

  　
道
路
上
に
繰
り
返
し
掲
出

さ
れ
る
は
り
紙
・
は
り
札
・
立
 

て
看
板
な
ど
の
違
反
広
告
物
は
、
 

ま
ち
の
美
観
を
損
な
う
だ
け
で
 

な
く
、
車
両
や
歩
行
者
の
通
行

の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
サ
ラ
金
等
の
広
告
物
に
つ

い
て
は
、
多
重
債
務
等
の
温
床

の
一
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
違
反

広
告
物
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除

却
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
２０
歳
以
上
の
人
で

構
成
す
る
３
人
以
上
の
団
体
 

▼
申
込
方
法
　
都
市
計
画
課
に

用
意
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙

に
記
入
し
て
、
都
市
計
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
用

紙
は
、
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス
裏
表
紙
参
照
）
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
（
q

３
８
‐
５
８
１
４
）
 

 
 

●
児
童
館
パ
ー
ト
職
員
 

  　
子
ど
も
が
好
き
で
保
育
士
、

教
員
等
の
資
格
を
お
持
ち
の
人

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

▼
期
間
　
１２
月
１
日
B
〜
平
成

２１
年
３
月
３１
日
C
 

▼
勤
務
内
容
　
正
規
代
替
パ
ー

ト
…
７
・
５
時
間
／
日
 

▼
賃
金
　
正
規
代
替
パ
ー
ト
…

１
時
間
９
８
０
円
 

▼
応
募
資
格
　
保
育
士
、
教
員

資
格
等
を
有
す
る
健
康
な
人
で

午
後
７
時
ま
で
勤
務
で
き
る
人
 

▼
申
込
･
問
合
先
　
第
一
児
童

館
（
q
３
８
‐
１
１
０
６
）
 

 

 

 

 

な
か 

く
に 

み
つ 

さ
い 

ひ
ろ 

い
ん 

じ
ゅ
う 

し
ょ
く 

き
ょ 

い 

ひ
ろ 
み 

い
わ 

と
り 

ま
こ
と 

は
っ 

ま
こ
と 

は
や
し 

市民ギャラリー情報 
【赤い羽根作品展】 

　市内小中学生の作品を展 
示します。 
sとき　１０月１４日（火） 
～１９日（日） 
s問合先　岩倉市社会福祉 
協議会（q３７－３１３５） 
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  ●
愛
知
障
害
者
職
業
能
力

　
開
発
校
平
成
２１
年
度
訓

　
練
生
 

  　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
で
は
、
知
的
障
害
を
有
す
る

人
を
対
象
に
、
平
成
２１
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
 

・
障
害
者
で
、
技
能
を
身
に
つ

け
職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る

人
（
身
体
障
害
以
外
の
障
害
を

お
持
ち
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
）
 

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
人
 

・
訓
練
お
よ
び
集
団
生
活
に
支

障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人
 

▼
応
募
手
続
　
犬
山
公
共
職
業

安
定
所
で
職
業
相
談
さ
れ
た
後
、

入
校
願
書
と
健
康
診
断
書
を
公

共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
入
校
日
　
平
成
２１
年
４
月
８

日
D
 

▼
選
考
方
法
　
一
般
教
養
試
験

と
面
接
 

▼
寄
宿
舎
　
通
校
が
不
便
な
人

の
う
ち
、
当
校
の
寄
宿
舎
規
則

を
遵
守
し
、
自
立
し
て
寄
宿
舎

生
活
が
で
き
る
人
は
寄
宿
舎
に

入
舎
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

▼
経
費
　
授
業
料
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
教
科
書
代
、
食
費
な

ど
は
実
費
が
必
要
で
す
。
寄
宿

生
は
、
寄
宿
舎
の
使
用
料
は
無

料
で
す
が
、
食
費
は
必
要
で
す
。
 

▼
募
集
科
目
・
期
間
・
定
員
等

　
表
の
と
お
り
 

▼
問
合
先
　
愛
知
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
豊
川
市
一
宮
町

上
新
切
３３
‐
１４
q
０
５
３
３
‐

９
３
‐
２
１
０
２
）
 

        　
消
費
生
活
講
座
 

●
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
と
ち

　
っ
チ
ャ
イ
菜
を
使
っ
た

　
料
理
教
室
 

  　
岩
倉
の
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
肉

と
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の
栄
養
豊
富
、

食
べ
て
お
い
し
い
、
ち
っ
チ
ャ

イ
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
３０
日
E
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
料
理
教
室
 

▼
定
員
　
２４
人
（
先
着
順
）
 

▼
費
用
　
４
０
０
円（
材
料
費
） 

　
当
日
の
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
は
、

岩
倉
市
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
振
興

組
合
か
ら
提
供
さ
れ
ま
す
。
 

▼
講
師
　
竹
浦
江
子
さ
ん
（
料

理
研
究
家
）
 

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
ち
っ
チ
ャ
イ
菜

と
コ
ー
チ
ン
肉
鍋
、
ち
っ
チ
ャ

イ
菜
の
肉
巻
き
、
ち
っ
チ
ャ
イ

菜
の
甘
酢
漬
け
と
サ
ラ
ダ
、
ち

っ
チ
ャ
イ
菜
め
し
、
デ
ザ
ー
ト
 

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
か
在
勤

の
人
 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
６
日
B
か

ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

商
工
農
政
課
窓
口
へ
費
用
を
添

え
て
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
電
話
申
込
不
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係（
q
３
８
‐
５
８
１
２
） 

      ●
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
推
進
セ
ミ
ナ
ー
 

  ▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
 

・
第
１
回
…
１１
月
１２
日
D
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
…
ミ
ッ
ド
ラ

ン
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
Ｃ
会
議
室（
名

古
屋
市
中
村
区
名
駅
４
‐
７
‐

１
）
 

・
第
２
回
…
１１
月
２６
日
D
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
…
ミ
ッ
ド
ラ

ン
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
Ａ
会
議
室
 

▼
内
容
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
事
例
発
表
（
各
回
４

社
）
 

▼
定
員
　
各
８０
人
（
先
着
順
）
 
 

▼
申
込
方
法
　
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
先
　
愛
知
県
労
働
福
祉

課
（
q
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６

３
６
０
）
、
尾
張
県
民
事
務
所

産
業
労
働
課
（
q
０
５
２
‐
９

６
１
‐
８
３
４
６
）
 

        ●
医
療
機
関
で
の
イ
ン
フ

　
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
 

  　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
接

種
す
る
集
団
接
種
と
医
療
機
関

で
接
種
す
る
個
別
接
種
が
あ
り

ま
す
。
 

　
今
回
は
、
医
療
機
関
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
人
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
１０
月
１５
日
号
の
広
報
い
わ

く
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　
 

▼
対
象
者
 

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
接

種
当
日
に
満
６５
歳
以
上
の
希

望
者
 

②
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
・
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に

制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を

有
す
る
人
お
よ
び
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

害
を
有
す
る
希
望
者
 

た
け 
う
ら 

き
み 

こ 

短期課程 

システム設計科 
OAビジネス科 

CAD設計科　機械コース 
　　　　　　　建築コース 

デザイン科　Webコース 
　　　　　　　DTPコース 
園芸科 
アパレル科 
彫型工芸科 

２年 
１年 
１年 
１年 
１年 
１年 
 
１年 

２０人 
３０人 
１５人 
１５人 
２０人 
１０人 

計 
４０人 

第１回 
１０/１（水）～ 
１１/７（金） 
第２回 
H２１/１/５（月）～ 
２/１３（金） 

第１回 
１１/１６（日） 
第２回 
H２１/２/２２（日） 

（表） 
入校選考日 区　分 訓練科目 期間 定員 募集期間 

普通課程 



平成20年10月1日 17

 

※
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
事

前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
申
し
込
み
後
、
市
内
医
療

機
関
（
１５
か
所
）
で
接
種
期
間

内
に
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
介
護
認
定
（
要

介
護
１
〜
５
）
の
人
は
、
直
接

医
療
機
関
で
予
約
で
き
ま
す
。

接
種
時
に
介
護
保
険
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
接
種
期
間
　
１０
月
２０
日
B
〜

１２
月
２６
日
F
 

▼
接
種
場
所
　
表
の
と
お
り
 

▼
費
用
（
個
人
負
担
）
　
１
千

円
、
要
介
護
１
〜
５
の
人
は
８

０
０
円
（
接
種
当
日
に
医
療
機

関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）
 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
１７
日
F
〜

１２
月
４
日
E
午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
の
期
間
に
保
健
セ

ン
タ
ー
で
申
し
込
み
を
受
け
付

け
し
、
接
種
に
必
要
な
予
診
票

を
お
渡
し
し
ま
す
（
電
話
申
込

不
可
）
。
代
理
人
可
（
そ
の
際

は
、
接
種
を
希
望
す
る
人
の
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
等
の
記

入
が
必
要
で
す
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
q

３
７
‐
３
５
１
１
）
 

      

  ●
成
人
歯
科
健
康
診
査
 

  　
お
口
の
健
康
を
守
る
た
め
に

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
表
の
と
お
り
成
人
歯

科
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。
 

　
予
約
が
必
要
で
す
。
 

▼
と
き
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車

で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
 

▼
対
象
　
３０
歳
以
上
の
人
（
昭

和
５４
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）
お
よ
び
妊
婦
　
 

▼
定
員
　
４
７
０
人
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
 

▼
診
査
内
容
　
歯
牙
、
歯
周
診

査
、
相
談
、
指
導
、
口
臭
測
定

（
希
望
者
）
 

▼
費
用
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
。

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
き
ま
す
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
禁
煙
教
室
・
禁
煙
講
演
会
 

  　
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
と
は
思

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か

き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
く
て
や

め
ら
れ
な
い
…
そ
ん
な
あ
な
た

に
ぴ
っ
た
り
の
教
室
で
す
。
 

　
ま
た
、
「
禁
煙
に
関
心
は
あ

る
け
れ
ど
…
」
な
ど
と
い
う
人

は
禁
煙
講
演
会
の
み
の
参
加
も

で
き
ま
す
。
 

禁
煙
教
室
（
３
か
月
コ
ー
ス
）
 

　
禁
煙
講
演
会
の
あ
と
、
禁
煙

日
を
設
定
し
、
面
接
・
電
話
等

で
約
３
か
月
間
、
保
健
師
が
個

別
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
禁
煙
講
演
会
、
タ
バ

コ
検
査
（
呼
気
中
一
酸
化
炭
素

濃
度
チ
ェ
ッ
ク
、
尿
中
ニ
コ
チ

ン
濃
度
チ
ェ
ッ
ク
）、個
別
指
導
 

禁
煙
講
演
会
 

▼
と
き
　
１０
月
２６
日
A
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
テ
ー
マ
　
「
こ
れ
で
あ
な
た

も
禁
煙
で
き
る
！
　
〜
リ
セ
ッ

ト
禁
煙
の
す
す
め
〜
」
 

▼
講
師
　
磯
村
毅
さ
ん
（
リ
セ

ッ
ト
禁
煙
研
究
会
予
防
医
学
研

究
所
医
師
）
 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
２０
日
B
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

  ●
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防
講

演
会
 

  　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
、
肥
満
に
加
え
、
軽
度
の

脂
質
異
常
、
高
血
圧
、
高
血
糖

な
ど
を
２
つ
以
上
併
せ
持
っ
て

い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
程
度
が
軽
く
て
も
、
重

ね
て
持
つ
と
、
生
活
習
慣
病
に

な
る
確
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
程
度
が
軽
い
う
ち
に

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
改
善

策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

▼
と
き
　
１０
月
３１
日
F
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
講
義
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
し
よ

う
〜
生
活
習
慣
と
の
関
係
と
そ

の
予
防
法
〜
」
 

▼
講
師
　
近
藤
高
明
さ
ん
（
名

古
屋
大
学
大
学
院
医
学
部
保
健

学
科
准
教
授
）
 

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
可
 

▼
定
員
　
５０
人
程
度
　
　
　
　

▼
申
込
方
法
　
１０
月
２４
日
F
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
q
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

し 

が 

（表） 

（表） 

医 療 機 関 名 住　　　　所 電話番号 

有馬医院 

いとうクリニック 

伊藤外科 

いわくら耳鼻咽喉科 

いわくら整形外科クリニック 

岩倉東クリニック 

岩倉病院 

おしたにクリニック 

かみのクリニック 

寺澤内科小児科 

仁木医院 

丹羽外科内科 

長谷川外科 

ませきクリニック 

ようてい中央クリニック 

井上町４３０-１ 

東新町南江向２４‐５ 

本町前田７８-８ 

西市町西市前３１-４ 

東町東出口８ 

中本町葭原４ 

川井町北海戸１ 

稲荷町高畑８ 

神野町平久田７０ 

栄町一丁目５ 

下本町下市場８８ 

新柳町一丁目４１ 

本町北廻間１７ 

下本町下市場１３９ 

曽野町郷前１７ 

３７－０１２３ 

３８－１１１２ 

６６－３８０１ 

６６－４５３３ 

６５－３６００ 

６６－１２１０ 

３７－８１５５ 

３８－３５０１ 

３８－３８００ 

３７－２０１８ 

６６－１５８３ 

６６－３３６６ 

３７－３３０１ 

３７－０１７５ 

６６－５１３３ 

１日（水） 

２日（木） 

３日（金） 

６日（月） 

７日（火） 

８日（水） 

９日（木） 

１０日（金） 

１４日（火） 

１５日（水） 

１０月 

い
そ 

む
ら 

た
け
し 

こ
ん 

ど
う 

た
か 

あ
き 

インフルエンザ予防接種ができる医療機関 
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　１０月１日を基準日として、全国で平成
２０年住宅・土地統計調査が行われていま
す。 
　調査をお願いした世帯の皆さんにおかれ
ましては、調査票の記入はお済でしょうか。
基準日以降、調査員が調査票の回収にお伺
いしますのでご協力をお願いします。 
　なお、調査票に記入していただいた内容
は、統計を作成するためだけに使用するも
のであり、他に漏らしたり、統計以外の目
的に利用することは法律で固く禁じられて
いますので、安心してご記入ください。 
s問合先　企画課企画係（q３８－５８０
２） 

  ●
こ
ど
も
の
救
命
講
習
会
 

 　
 

　
子
ど
も
の
起
こ
し
や
す
い
事

故
や
け
が
と
、
そ
の
対
処
方
法

に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
１０
月
３１
日
F
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
講
演
「
こ
ど
も
を
事

故
か
ら
守
ろ
う
」
、
実
技
「
こ

ど
も
の
救
急
救
命
法
」
 

▼
講
師
　
岩
倉
市
消
防
職
員（
救

急
救
命
士
）
 

▼
対
象
　
乳
幼
児
の
親
等
 

▼
定
員
　
３０
組
 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
３
日
F
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー（
q

３
７
‐
３
５
１
１
）
 

        ●
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
 

  　
解
雇
、
配
置
転
換
、
賃
下
げ
、

い
じ
め
な
ど
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
 

ル
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽

に
愛
知
労
働
局
の
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
あ
ら
ゆ
る
労
働
相
談
に

専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
し
ま

す
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
（
q
５
４
‐
２
４

４
３
）
 

  ●
生
活
改
善
運
動
「
借
換
で
家

計
見
直
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
 

  　
地
域
の
勤
労
者
の
福
祉
向
上

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
愛
知

労
福
協
尾
張
西
支
部
で
は
、
諸

物
価
高
騰
の
な
か
、
所
得
の
目

減
り
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
勤
労

者
家
庭
へ
、
生
活
防
衛
の
観
点

か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
借
換
で

家
計
見
直
し
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
 

①
高
金
利
で
返
済
し
て
い
る
人
 

②
今
後
の
金
利
上
昇
に
悩
ん
で

い
る
人
 

③
返
済
金
を
減
ら
し
た
い
人
 

④
い
く
つ
も
の
ロ
ー
ン
を
利
用

し
て
い
る
人
等
 

　
借
換
の
ご
相
談
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
労
福
協
尾
張

西
支
部
事
務
局
（
q
０
５
８
６

‐
２
６
‐
１
２
６
１
）
ま
た
は
、

東
海
労
働
金
庫
一
宮
ロ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
q
０
１
２
０
‐
６
９

０
１
０
６
） 

  ●
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
 

  　
厚
生
労
働
省
で
は
、
１０
月
１

日
か
ら
３１
日
ま
で
を
「
労
働
保

険
適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、

『
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
必
ず

入
る
も
の
。
そ
れ
は
「
労
働
保

険
」
で
す
！
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
全
国
一
斉
に
広
報
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
 

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
を
総
称
し
た
名
称

で
す
。
労
働
保
険
は
農
林
水
産

の
事
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
た
ら
、

加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
者

を
雇
用
し
た
ら
速
や
か
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
労
働
基
準
監

督
署
（
q
５
４
‐
２
４
４
３
）
、

犬
山
公
共
職
業
安
定
所
（
q
０

５
６
８
‐
６
１
‐
２
１
９
２
）
 

  ●
交
通
災
害
共
済
に
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
を
 

  　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が

交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ

た
場
合
に
、
事
故
の
程
度
に
応

じ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る

制
度
で
す
。
 

▼
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民
 

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
ま
た
は
、
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
人
 

▼
会
費
　
１
人
５
０
０
円
（
毎

年
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日

の
１
年
間
有
効
）
　
　
　
　
　

※
９
月
３０
日
以
降
に
加
入
の
申

し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
１

人
３
０
０
円
で
す
。
 

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ

る
人
身
事
故
 

▼
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
２０

年
４
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
か
外
国
人
登
録
を
さ
れ

て
い
る
人
で
、
７３
歳
以
上
ま
た

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
岩
倉
市
が
会
費
を
全
額
負

担
し
、
交
通
災
害
共
済
会
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ

れ
た
場
合
は
、
見
舞
金
請
求
書

な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
見
舞
金
の
請
求
方
法
　
見
舞

金
請
求
書
（
組
合
指
定
用
紙
）

に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
 

★
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車

安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
）
 

★
診
断
書
（
組
合
指
定
用
紙
）

ま
た
は
、
保
険
会
社
が
医
療
機

関
か
ら
取
り
寄
せ
た
診
断
書（
コ

ピ
ー
可
、
入
院
期
間
、
通
院
日

の
記
載
が
あ
る
も
の
）
 

★
死
亡
診
断
書
ま
た
は
、
死
体

検
案
書
 

★
口
座
振
替
申
請
書
（
市
指
定

用
紙
）
 

★
会
員
証
兼
領
収
書
 

　
な
お
、
請
求
す
る
と
き
に
は
、

～見えてくる　日本の暮らし　住まいから～ 
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印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
請
求
期
間
　
交
通
事
故
に
あ

っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
２
年
を
過
ぎ

て
か
ら
の
請
求
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係（
q
３
８
‐
５
８
０
７
） 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時
（
１０
月
１６
日
・

１１
月
２０
日
・
１２
月
１８
日
）
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
返
済
問
題
解
決
、
借

入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、

借
入
金
の
法
的
整
理
後
の
生
活

再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
等
 

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
の

借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
相
談
に
よ
る
家
族
、

個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。
予

約
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ

あ
し
た
の
会
（
q
０
８
０
‐
３

２
８
９
‐
７
７
０
４
）
 

  ●
「
法
の
日
」
無
料
登
記
相

談
会
 

   
費
用
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
８
日
D
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談

室
 

▼
主
な
相
談
内
容
 

★
不
動
産
の
登
記
 

★
会
社
の
登
記
 

★
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
成
年

後
見
人
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
q

３
８
‐
５
８
２
２
）
 

  　
１０
月
１１
日
G
〜
２０
日
B
 

●
秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
県
民
運
動
 

  　
日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
暗
く

な
り
始
め
た
下
校
時
間
帯
は
、

犯
罪
が
起
き
や
す
い
と
き
で
も
 

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
犯

罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
地

域
で
目
を
光
ら
せ
、
み
ん
な
で

見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

 
自
転
車
の
盗
難
、
車
上
ね
ら

い
は
、
ツ
ー
ロ
ッ
ク
や
車
内
に

貴
重
品
を
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
な
ど
の
措
置
を
と
る
こ
と

に
よ
り
予
防
で
き
ま
す
。
 

　
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
一
人
で
判
断

せ
ず
、
振
り
込
む
前
に
警
察
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
　
犯
罪
を

起
こ
さ
せ
な
い
　
犯
罪
を
見
逃

さ
な
い
」
 

▼
運
動
の
重
点
 

★
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止
 

★
自
転
車
の
盗
難
、
車
上
ね
ら

い
の
防
止
 

★
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯

罪
の
防
止
 

★
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止
 

★
暴
力
追
放
運
動
の
推
進
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課（
q
５
６
‐
０
１
１
０
） 

  
 
　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

　
高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
交
通
安
全
宣
言
・
セ
レ

モ
ニ
ー
 

  　
秋
の
行
楽
期
は
、
人
や
車
の
動

き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
更
に
日

没
時
刻
が
早
ま
り
、
夕
暮
れ
か
ら

の
事
故
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
夜
間

に
外
出
す
る
際
に
は
、
明
る
い
服

装
や
反
射
材
を
利
用
し
、
ま
た
自

転
車
に
も
反
射
材
を
貼
付
す
る
ほ

か
、
ラ
イ
ト
な
ど
の
点
検
整
備
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

交
通
安
全
宣
言
・
セ
レ
モ
ニ
ー
 

　
岩
倉
市
交
通
安
全
推
進
協
議

会
で
は
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運

動
の
一
環
と
し
て
、
岩
倉
市
民
体

育
祭
会
場
で
、
交
通
安
全
宣
言
・

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
５
日
A
午
前
９

時
〜（
雨
天
の
場
合
は
１２
日
A
） 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
北
小
学
校
 

▼
内
容
　
交
通
安
全
宣
言
・
交

通
安
全
啓
発
物
品
の
配
布
 

▼
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全

係
（
q
３
８
‐
５
８
０
４
）
 

 図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
 

岩
倉
市
図
書
館
 

q
３
７
‐
６
８
０
４
 

 　
　
　

新
着
図
書
の
紹
介
 

一
般
新
着
図
書
 

・
い
き
な
り
き
の
こ
採
り
名
人
 

井
口
　
潔
　
著
 

・
運
命
の
日
 
上
・
下
 

デ
ニ
ス
・
ル
ヘ
イ
ン
　
著
 

児
童
新
着
図
書
　
 

・
水
は
め
ぐ
る
 

ロ
シ
ェ
ル
・
ス
ト
ラ
ウ
ス
　
作
 

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
ウ
ッ
ズ
　
絵
 

・
お
に
い
ち
ゃ
ん
　
　
　
　
 

後
藤
　
竜
二
　
作
 

小
泉
る
み
子
　
絵
  

※
そ
の
他
の
新
着
図
書
に
つ
い

て
は
、
岩
倉
市
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
貸
出
中
の
図

書
の
予
約
が
で
き
ま
す
）
。
 

人気貸出図書順位 
（６月～７月） 

 ⁄ホームレス中学生 
　　 （田村　　裕） 
¤楽園　下 
　　 （宮部みゆき） 
‹夜明けの街で 
　　 （東野　圭吾） 

 

　ご家庭で眠っている不用品の有効
利用と、むだのない消費生活のため
に不用品データバンクをご活用くだ
さい。物品のやりとりは、当事者間
で話し合っていただきます。 
登録物品（８月３１日現在）
s譲ります（有償）　老人の手押し
車、スピーカー、炭、フランスベッ
ド（シングル） 
sあげます（無償）　A型ベビーカ
ー、座布団（５枚）、ベビーベッド 
s求めます　岩倉幼稚園夏服（女児
用）、岩倉幼稚園体操服（女児用）、
全自動洗濯機、加湿器 
※岩倉市ホームページ（アドレス
裏表紙参照）でも確認できます。
s問合先　商工農政課商工観光係（
q３８－５８１２） 

★不用品データバンク★ 
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室と
なっていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後1時までお昼の休
憩をいただきます。 
■一般相談 
sとき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■税務相談 
１０月２日（木）午後１時～４時　 
■母子・寡婦就業相談 
１０月３日（金）午後１時～４時 
■女性相談 
１０月６日（月）・２０日（月）午後１時～３時３０分 
■知的障害者相談 
１０月７日（火）午後１時～４時 
■登記相談 
１０月８日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
１０月９日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１０月１０日（金）午後１時～４時 
■消費生活相談 
１０月１０日（金）午前９時～正午・２４日（金）午後１時～４時 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談を
お受けします。お気軽にご相談ください。 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１０月１４日（火）・２２日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９
時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます
（先着順、電話可）。 
■総合福祉相談　 
１０月１７日（金）午後１時～４時 
・身体障害者相談　 
・戦没者遺族相談 
■行政相談 
１０月２４日（金）午前１０時～午後３時 
■年金相談 
１０月２７日（月）午前１０時～午後３時 
 
●心の相談電話　☎37－7867 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。
お気軽におかけください。 
sとき　毎週月曜日午前10時～午後4時（祝日、
振替休日を除く） 

お気軽にご相談ください 

市 民 相 談 
市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

み な 　 な や む な  

 

 

 

だ 

た 

き 

り
ょ 

わ 

に 

き 

よ 

ゆ
き 

た
に 

し
お 

み
つ 

よ 

  １０
月
２０
日
B
〜
２６
日
A
 

●
秋
の
行
政
相
談
週
間
 

  　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法

人
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き

し
て
、
あ
っ
せ
ん
す
る
「
行
政

相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
１０
月
２０
日
B
か
ら
２６

日
A
ま
で
「
行
政
相
談
週
間
」

を
実
施
し
ま
す
。
 

岩
倉
市
の
行
政
相
談
 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
月
第
２
金

曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
 

で
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
１０
月
の
行
政
相
談
は
、
秋

の
行
政
相
談
週
間
の
一
環
と
し

て
、
日
に
ち
を
変
更
し
、
時
間

を
延
長
し
て
行
い
ま
す
。
年
金
、

保
険
、
税
金
、
登
記
、
環
境
衛

生
、
消
費
者
保
護
、
交
通
安
全
、

道
路
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２４
日
F
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
相
談
室
 

行
政
相
談
委
員
 

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て

い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
 

　
岩
倉
市
の
相
談
委
員
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
 

★
塩
谷
光
代
さ
ん
（
q
６
６
‐

０
７
９
３
）
 

★
丹
羽
喜
代
之
さ
ん
（
q
６
６

‐
１
７
８
０
）
 

一
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設
 

　
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価

局
は
、
「
一
日
合
同
行
政
相
談

所
」
を
開
設
し
、
年
金
、
税
金
、

登
記
等
の
行
政
相
談
を
は
じ
め
、

相
続
・
離
婚
な
ど
の
法
律
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２１
日
C
午
前
１０

時
〜
午
後
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
オ
ア
シ
ス
２１
「
銀

河
の
広
場
」（
名
古
屋
市
中
区
栄
） 

▼
一
日
相
談
所
長
　
多
田
木
亮

佑
さ
ん
（
劇
団
少
年
ボ
ー
イ
ズ

主
宰
）
 

▼
問
合
先
　
中
部
管
区
行
政
評

価
局
（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸

２
‐
５
‐
１
名
古
屋
合
同
庁
舎

第
２
号
館
q
０
５
２
‐
９
７
２

‐
７
４
１
５
）
 

　
な
お
、
次
の
と
こ
ろ
で
も
相
 

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

★
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所

（
名
古
屋
市
中
区
錦
３
‐
２３
‐

３１
栄
町
ビ
ル
９
階
q
０
５
２
‐

９
６
１
‐
４
５
２
２
）
 

※
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
、
祝

日
・
年
末
年
始
は
休
み
で
す
。
 

★
行
政
苦
情
１
１
０
番
 

総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局

首
席
行
政
相
談
官
室
（
名
古
屋

市
中
区
三
の
丸
２
‐
５
‐
１
名

古
屋
合
同
庁
舎
第

２
号
館
q
０
５
２

‐
９
６
２
‐
１
１

０
０
）
 

▼
問
合
先
　
行
政

課
行
政
係（
q
３
８

‐
５
８
０
４
）
 

 

契約金額(円) 

消費生活相談時間変更のお知らせ 
　１０月２４日（金）の相談時 
間は、午後１時～４時までに変 
更となります。お間違えのない 
ようにお願いします。 

う 

工事名等 工事場所等 契約業者名 期　間 

入 札 結 果 （８月２８日） 

汚水幹線管渠工事（右岸２０-１工区） 宮前町地内 昭和土建㈱岩倉支店 ９/５～H２１/３/２３ １０３,７４０,０００ 
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ご　じょうほう 

●Informações �☎�������	

��������� ���������� �� ��������

ポルトガル語情報コーナー 

Dia da Música Internacional 
Orquestra Sinfônica Central de Aichi
Concerto na estação de Iwakura

国際音楽の日 

セントラル愛知交響楽団 

岩倉駅コンサート 
��� � �� ������� �「 ��� ��  !�"� #������"����� 」$ �

%�&����� '��()��"� *������ �� +�",� �����-��� �� "��"����

�� ���./� �� #0�1���2 3��,� "��(���� ��� "��"���� �� ���� 2

●Data: �4��45��� �&��	 6 ������ �� ��7�� ,��� � �� �87��

,��� �����./� �� �� ������ "��� ��������./� 	

●Local: *������� ������9��� �� ���./� �� #0�1��� 2

●Musical: %�&����� '��()��"� *������ �� +�",�

���������4:���",�  ���1� �  ��� ;",���$ ��������4'�����

 �������$ ������4<��� =�0�����$ ����4>������� '����	

●Música: ?��(���4@ >�0���$ >��� ��������A4>�"1�A

Dia 1 de outubro de 2008 Pesquisa de 
estatística sobre moradia e terreno  

平成２０年１０月１日住宅・土地統計調査 
��� � �� ������� ��� � ��� ��"����� �� �����-�./� ��

��&��� �� �������"� ���� ������� � ������� �� ��� 5���

�� ���� � :��/�2

'���"����� � "�������./� �� (������ &�� (���� ���"�����

� �����",������ �� &������B��� �� ��&���$ ��� &�� C�

���������� � �����",������D '���"����� � "�������./� ��

������� �� ��&��� &�� ��/� ��"��,�� � &������B��� ��

��&��� ��E � ���� ��� 2

% ���� �����",��� �� &������B��� ��/� �����-���

������ ���� ���"��� � ��&��� �������"������$ �/� ���

�����-��� ���� &���&��� ����� (�� "��(���� �������������

������������ ������ �� ��� $ �����",��� "�� ������.�2

Shiseki Koen Tsukigama 

史跡公園月釜 
+ +�"��./� �� *������ �� #0�1��� �����-��� �� ������ ��

",B "�� � ������� �� (��������-�� � ",B2

●Data: �8 �� ������� ����	 6 ������ �� ��7�� ,� ��

���,/ �� ���� ��� ���� �����-��� ���� &�� ",���	

●Local: ',��1� =��� <��������  ��1� ����",�",� �� ��

<��7 ������8	

●Cupon do Chá: F��� ��� ���� �*,B "�� �1�,� G��"�	

●Sekinushi: #0�1����,� '�1���� ������ 1���,�",�

Dia da coleta do lixo reciclável 

分別収集 
��4�� ��H	・'��� *,�・#���� *,�・<����C� *,�・<����C�����

 �",�・<����C�,��  �",�・I�C� *,�・����",��� *,�

��4�� ����	・J������� *,�・#���� *,�・=����� *,�・

#,�����1� *,�

��4�� ��H	・>���,�,��  �",� �#0�1��� ���",�	

�K4�� ����	・���",� *,�・���",�,��  �",�・*,�� *,�・

 �����,��  �",�・=�0�� *,�・=���C��� *,�・L�A��� *,�

Dia da coleta de papel velho e roupa 
usada  

古紙と古着の日 
��4�� ��H	・',���,��  �",�・',�0� *,�・+�,�  �",�・

'�1��  �",� 5 *,���・',��A����� *,�

��4�� ����	・L�1�,��  �",�・>���,�  �",�・L�1��� *,�・

'�-�� *,�

��4�� ���	・>���,�,��  �",� �#0�1��� ��",�	

�K4�� ����	・#-��� *,�・'��",� *,�・>�� �",�・ �A���� *,�・

'�1����",� � *,���

へい せい ねん がつ にち じゅう たく と ち とう けい ちょう さ 

こく さい おん がく 

あい ち こう きょう 

いわ くら えき 

がく だん 

ひ 

し せき こう えん つき がま 

ぶん べつ しゅう しゅう 

こ し ふる ぎ ひ 
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災害時の連絡方法について 

災害用伝言ダイヤル１７１ 
　災害用伝言ダイヤル１７１は、地震、噴火などの災害の発
生により、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況に
なった場合に提供が開始される声の伝言板です。 
　災害伝言ダイヤルの提供開始や録音件数などはテレビ・ラ
ジオ等でお知らせします。 
　毎月１日（１月１日を除く）と防災週間（８月３０日～９
月５日）に体験利用ができます。 
　家族・友人の安否情報に活用できます。 
　家族・友人で練習しましょう。 
　利用方法は、左図を参照してください。 
 
防災ほっとメール 
　岩倉市では、“防災ほっとメール”のウェブサイト（携帯
電話で閲覧できます）で災害時に必要な情報を確認すること
ができます。ぜひ、この機会に登録お願いします。 
　なお、登録については、１１頁を参照してください。 
sアドレス 
http://www.anshin-bousai.net/iwakura/ 
 

　今、食育が話題です。栄養摂取の偏りによる生
活習慣病は、増加する一方。いまや、子どもたち
にもひろがりつつあります。また、生活習慣の変
化により、家族そろっての食事形態が崩れ、しつ
けや感謝する心、伝統行事といったものが、どん
どん失われています。さらに、食の安全や食糧自
給率の低さも問題となっています。 
　｢食育｣とは、食に関する知識と選択する力を身
につけて、健全な食生活を実践できる人を育てる
ことです。食習慣は定着してしまうと変えること
は難しくなります。そこで幼いうちから正しい食
習慣を身につけるために、学校・家庭・地域で食
育に取り組むことが大切なのです。特別なことは
いりません。家族と一緒に食べる。食べ物に興味
を持つ。そんなかんたんな食育から始めましょ
う！ 

知っておきたい防災知識

岩倉防災リーダーの会　塚原輝久 
つか はら てる ひさ 

１ ７ １ 

３ 

１ の場合は 

（暗証番号を利用する場合は　　） 

 

４ 

２ の場合は 

（暗証番号を利用する場合は　　） 

 

（　　　　　） － 

ダイヤル式電話機の場合 プッシュボタン式電話機の場合 

ガイダンスが流れます 

ガイダンスが流れます 

１ ♯ 

９ ♯ 

ガイダンスが流れます 

ガイダンスが流れます 

ガイダンスが流れます 

※ 

※被災地の人はご自宅の電話番号、被災地以外の人は被災地の電話 
番号を市外局番からダイヤルしてください。 

の だ あ き こ 

災害時の連絡方法として、災害用伝言ダイヤル１７１と、防災ホットメールについて説明します。 

五条川小学校　栄養教諭　野田亜紀子 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。　●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

真 剣な顔つきで 
岩倉市防災訓練 

い りません！　必要ありません！ 
講座｢高齢者を狙う悪質商法を撃退しよう｣ 

笑 顔の輪が広がって 
いわくら夏まつり市民盆おどり 

　８月３１日、南小学校グラウンドをメーン会場に市内５つの小
学校で防災訓練が実施されました。 
　この訓練は、いつ起きてもおかしくないと言われる東海、東南海・
南海地震を想定して、市をはじめ、地域の自主防災組織、ボラン
ティア団体等市民総ぐるみで総合的かつ実践的な防災訓練を実施
することにより防災意識を高め、防災体制の万全を図ることを目
的に毎年実施されています。 
　被災者の救出救護や、応急救護といった被災者を救う訓練や、
初期消火、火災消火といった被害を最小限に食い止めるための訓
練など４７の実践的な訓練が行われました。 
　８月２８日には東海豪雨を上回る記録的な豪雨もあり、参加さ
れた皆さんは、真剣な顔つきで訓練を行っていました。 

　８月２４日、地域包括支援センター主催の講座｢高齢者を
狙う悪質商法を撃退しよう｣がふれあいセンターで行われま
した。 
　講師の江南市・各務原市消費生活相談員が、高齢者を狙
ったさまざまな手口の悪質商法について寸劇を交えて紹介
しました。 
　出席した６２人の皆さんは、自宅に来た業者に対して｢い
りません！　必要ありません！｣ときっぱり断る言葉を声に
出して練習をしました。 

　８月２２日・２４日、総合体育文化センター駐車場で
いわくら夏まつり市民盆おどりが行われました。 
　浴衣などに身を包んだたくさんの市民の皆さんが、会
場を訪れました。 
　夏の暑さも少し落ち着き、さわやかな風が吹くなか、
お馴染みの｢岩倉音頭｣｢炭坑節｣に加え、｢ガッツ｣や｢ダ
ンシングヒーロー｣などの曲にあわせて、お年寄りから
子どもまで時間を忘れて踊り、笑顔の輪が広がっていま
した。 
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★母子健康手帳の交付 
★特定健診・成人歯科健康診査 

★特定健診・成人歯科健康診査 
分別収集／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺 
本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

10月のカレンダー

★健康チェック 
★特定健診・成人歯科健康診査 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★母子健康手帳の交付 
★特定健診・成人歯科健康診査 

★特定健診・成人歯科健康診査 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 
古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 

★健康チェック 
★特定健診・成人歯科健康診査 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★特定健診・成人歯科健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・ 
北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、 
　変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を 
　午後７時まで延長しています。 

●発行／岩倉市役所 

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地 

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

●編集／総務部企画課広報広聴係 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/ 

●岩倉市Eメールアドレス（代表） 

koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

岩倉市の人口／48,945人（－16人） 

            男性／24,345人（－30人） 

            女性／24,600人（＋14人） 

         世帯数／20,462世帯（－15人世帯） 

        （9月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

救急医療情報センター 
　　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　☎66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　☎38-3119

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

この紙は環境を配慮し、再生紙を使用しています。 

★特定健診・成人歯科健康診査 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

　休日急病診療（柵木隆志　ませきクリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

体育の日 
　休日急病診療（中川　浩　ようてい中央クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

岩倉市民体育祭（岩倉北小学校グラウンド） 
　休日急病診療（押谷　誠　おしたにクリニック） 

Departamento de Informações（２１） 

　待望の赤ちゃん。あなたを生
むまでにママは入院したりとい
ろいろ大変だったけど、今あな
たがパパとママと一緒に毎日を
すごしていることが夢のようで
とても幸せだよ。 
　小さな手足、つぶらな瞳、か
わいい寝顔、髪の毛一本一本ず
っと見ててもあきないよ。たく
さん飲んで元気なやさしい子に
すくすく育ってね。 

●お父さん・お母さんの一言 

　歩けるようになって色々な物
に興味が出てきましたね。あな
たは、我が家の小さな探検隊。
ハラハラ・ドキドキさせられる事
もあるけれど、一翔が生まれて
から、パパとママの毎日は何倍
にも楽しくなったよ。 
　生まれてきてくれて、本当に
ありがとう！　色々な物を見て・
触れて・感じて元気いっぱい大
きく育ってね♪ 

●お父さん・お母さんの一言 

た なか ゆう と せ くら かず と 

★特定健診・成人歯科健康診査 

★離乳食教室 
★特定健診・成人歯科健康診査 
分別収集／八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日／中本町・東町・中野町・鈴井町 


